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災害リハビリテーションとは 

環境因子 
（破壊） 

災害により 
生活機能全体の 
低下を引き起こす 

環境因子が 
破壊される 

災害とICF 

災害によって大きく変わってしまった日常を取り戻す 災害リハの目的 

被災住民（健常者・障害者・高齢者）・被災地域 災害リハの対象 

（住まいが変わっても、それまでの日常生活にできるだけ近づける） 



災害リハビリテーションの体制 

•東日本大震災以降にJRATが発足 

• JRATが災害リハビリテーション活動を行う 

•都道府県ごとに地域JRATを組織化中 

※JRATのHPより 

千葉県は”C-RAT” 



JRATとは 

 正式名称 ：大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会 

 英語名 ：Japan Disaster Rehabilitation Assistance Team（JRAT） 

 代表 ：栗原正紀氏（日本リハビリテーション病院・施設協会） 

 事務局 ：日本理学療法士協会内 

 事務局長 ：中村春基氏（日本作業療法士協会） 

 構成団体：リハビリテーション関連の13団体 

⁃日本リハビリテーション医学会 

⁃日本理学療法士協会 

⁃日本作業療法士協会 

⁃日本言語聴覚士協会 

⁃日本リハビリテーション病院・施設協会 

⁃回復期リハビリテーション病棟協会 

⁃全国デイ・ケア協会 

 発足 ：2013年7月 
 

 

- 日本訪問リハビリテーション協会 

- 全国地域リハ支援事業連絡協議会 

- 全国地域リハビリテーション研究会 

- 日本義肢装具士協会・学会 

- 日本介護支援専門員協会 

- 日本リハビリテーション工学協会 



C-RATとは 

正式名称 ：千葉県災害リハビリテーション支援関連団体協議会 

英語名 ：Chiba Rehabilitation Assistance Team（C-RAT） 

位置づけ ：千葉県の地域JRAT 

会長 ：吉永勝訓（千葉リハビリテーションセンター） 

事務局 ：千葉リハビリテーションセンター 地域リハ推進部 

構成団体 ：千葉県内の職能団体や施設など10団体による任意団体 

⁃ 千葉県医師会 

⁃ 千葉県看護協会 

⁃ 千葉県理学療法士会 

⁃ 千葉県作業療法士会 

⁃ 千葉県言語聴覚士会 

 発足 ：2015年9月 

 目的 ：災害からの再建・復興を目指せるようなリハ支援体制の確立を促進 

 2018年3月に千葉県と災害時の医療救護活動に関する協定を締結 

- 千葉県介護支援専門員協議会 

- 千葉県リハビリテーション支援センター 

- 千葉県リハビリテーション医学懇話会 

- 千葉県回復期リハビリテーション連携の会 

- 千葉県千葉リハビリテーションセンター   



活動（１）熊本地震への支援チーム派遣 

• 2016年4～5月の期間に熊本に 

    ６病院から１０チーム派遣した 

• 千葉からは千葉県回復期リハビリテーション連携の会の
会員施設より病院ごとの支援チームを編成した 

• 現地での調整は熊本JRATが担当した 



活動（２）県主催の防災訓練 

• 九都県市合同防災訓練：2016, 2017, 2018年 

• 土砂災害避難訓練：2018年 

• 津波避難訓練：2018年 

※全て広域支援センターやちば地域リハ・パートナーと協働しています！ 

地域における 
災害リハの輪を促進 

地域住民・行政への 
災害リハの周知！ 



活動（３）DMATとの協働の訓練 

 DMAT関東ブロック訓練（2018/12/8に初参加） 
• 本部 ：千葉リハビリテーションセンター 

• リエゾン（連絡役） ：県庁災害医療本部へ移動 

• 現地支援チーム ：船橋医療センター・千葉大医学部へ 

発災時体制の整備を！ 

他機関との協働！ 

C-RATの課題整理！ 



現時点での課題と今後の方針 

行政や他機関への周知不足 
→ 3/8（金）にC-RAT周知目的の研修会開催！ 

チラシをこのポスター付近に置いておきます 

→ 防災訓練に参加して、住民や行政に啓発 
9/1（日）九都県市合同防災訓練に参加予定 

→ 他団体への周知不足 
実践的な訓練への参加で協働する 

 

人材育成に関する課題 
→ 人材育成を体系化する（検討中） 

→ 回復期リハ連携の会へのアプローチ 

→ 支援チーム要員と受援・本部要員の２種類の人材育成 

→ C-RAT構成団体と連携をした育成 


